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　水海道児童センター・水海道交流センター（旧水
海道公民館）は、現在の場所から宝町大通り沿いの
旧カスミ店舗を改修した複合施設「水海道まんなか
センター『みつかる』」内に移転します。

　施設は、５月30日（土）から利用が可能です。子ど
もや子育て世帯の支援および多世代交流の拠点とな
る施設を目指します。

◆問い合わせ＝㊌資産活用課(内線3401)
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※写真は４月現在の工事風景です。

▷ ◁
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休館日　　毎月第１・第３月曜日※

　　　　　12月29日～１月３日
開館時間　9：00～18：00
実施事業　子どもの居場所づくり、
　　　　　相談などを実施していきます。
利用案内　乳児から18歳までの学生とその保護者
　　　　　が利用できます。利用する際は、受付で
　　　　　お名前を記入いただきます。

水海道児童センター

休館日　　毎月第１・第３月曜日※

　　　　　12月29日～１月３日
開館時間　9：00～22：00
実施事業　サークル、会議、イベントなど
　　　　　幅広い活動に利用できます。
利用案内　利用する際は、事前予約が必要です。　
　　　　　予約方法については下記のとおりになり
　　　　　ます。

水海道交流センター

！

予約方法
施設の利用予約は、現在の公民館と同様の手続きに加え、新たに
インターネットからも受け付けます。
①交流センター受付へ訪問して予約
　（受付時間：開館日の9時～21時）
②電話で予約
　☎0297-22-3490（旧水海道公民館と同じ電話番号です）
③「みつかる」ホームページから予約
※具体的な操作方法や受付開始日については、市HPなどでお知らせいたします。

※祝日の場合は
　次の平日

※祝日の場合は
　次の平日

児童センターは
予約不要で
利用できます！

▷ ◁
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　５月30日にオープンする水海道まんなか
センター「みつかる」は、市から指定を受け
た「ひらく・東和観光開発・TRC共同事業
体」が運営を行います。オープンが間近に迫
る中、運営を担う今井センター長、松本副セ
ンター長の２人にお話を伺いました。

地域で子育てをしていく
　　　 「みつかる」内の児童センターでは「遊
びで学びをひろげる」ことを目指していきま
す。体を動かす遊びや、じっくり考える時間な
ど、多様な体験を通して子どもの成長を支え
ていければと思います。大切にしているのは、
一人ひとりに寄り添った遊びを提案していくこ
と。これまで培ってきた親子の皆さんとの関係
づくりの経験を活かし、子育て支援の拠点とし
ての役割も広げていきたいです。施設の中だけ
で完結するのではなく、地域とのつながりを大
切にし、まち全体で子どもを育てる雰囲気をつ
くっていきたいとも思っています。

みつかるのロゴは水海道の「水」をメインに作成。「みつか
る」を表す感嘆符（！）を中心に水運で栄えた水海道を表現す
るため、２本の河川を表す半円を組み合わせました。左右の半
円は人々が出会い、交流し、行き交う様子も表現しています。

水海道まんなかセンター
コンセプトコンセプト 誰もが「自分のまんなか」に出会える場所

込めた想い込めた想い 「水海道」を施設名の冒頭に置き、この場所が「自
分たちのもの」だと感じてもらえるよう、市民へ
の呼びかけの意図を込めています。

みつかる
コンセプトコンセプト

Meets＋Culture（出会う＋文化）
新しい発見や偶然が自然に生まれる場

込めた想い込めた想い 暮らしを豊かにする機能が集まることで、人と人
が繋がり、思いがけないモノ・コトがみつかる。
そんな偶然や発見が自然に生まれる場を目指して
います。また、水海道の地名とも響き合うネーミ
ングでもあり、親和性を持たせています。

複合施設の
名称とロゴマーク
が決まりました！

松本

副センター長
松本 なつみ さん

センター長
  今井 剛志 さん

▷ ◁
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　　　 人や自然と出会う体験も大切にしていきた
いと思っています。農業体験や季節の行事、地域の
方々と協力したプログラムなど、日々の暮らしに根
ざした活動を展開する予定です。核家族化が進む中
で、子どもたちが高齢者と触れ合う機会は決して多
くありません。だからこそ、世代を超えて関わる時
間を作りたいと考えています。子どもにとっては新
しい学びとなり、高齢者にとっても生きがいや元気
につながっていきます。また、子育て中の保護者同
士が自然と繋がれる場としても機能し、地域の中で
支え合う関係を生み出していければ良いと思ってい
ます。

　　　 施設名の「みつかる」には、人や文化との
出会いを通して、自分らしい生き方や関わり方を見
つけてほしいという思いが込められていると感じて
います。やりたいことがある人も、まだ見つかって
いない人も、気軽に立ち寄れる場所として、人と人
をつなぐハブのような役割を担っていければ良いと
思います。ここに来れば、誰かと出会い、何かが動
き出す。そんなきっかけが生まれる場を目指してい
ます。まちなかに人の流れとにぎわいを取り戻しな
がら、新しい交流と価値を地域に広げていく拠点と
していきたいです。

世代を超えて触れ合う機会を

「みつかる」という価値

松本

今井

　「地域みんなで育む子どもたちの拠点」として
乳児から学生まで幅広い子どもたちの健やかな成
長を支援します。また、子どもたちの自主性・社
会性・想像性を育む様々な体験を地域の方々や関
係機関・行政などと連携し、自由な学びの場を提
供します。「子どもまんなかまちづくり常総」を
実現するため、市民が自然と集まり、地域に愛さ
れる児童センターを目指します。

　「多世代交流・地域のつながり・個々人の充実」
を大切にして運営します。学びや遊び、発表を通
じて多世代交流やつながりを生み出す場を目指し
ます。また各部屋では、これまで水海道公民館で
行われてきたサークル活動に加えて、有料イベン
トも開催できるようになりました。（貸室料金が発
生します）自分で料理教室や講座などを開いてみ
たい方、まずはお問い合わせください。

施設内覧会を開催します
　令和８年５月24日（日）13時から16時まで、施設
の内覧会を開催します。事前の申し込みは不要です
が、当日受付にて氏名などのご記入をお願いしてお
りますので、あらかじめご了承ください。なお、当
日は駐車場の混雑が予想されますので、お車でお越
しの際は市役所駐車場をご利用ください。

ホームページ
のご紹介

水海道まんなかセンター「みつ
かる」について詳しくは、ホー
ムページをご覧ください。
https://mitsukarujoso.jp/

▷ ◁
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